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日本国内もようやくコロナ明けの様相を呈し，観光
地は各地とも外国人観光客を中心に賑わっているよう
です。そんななか，先週，第 127 回日本眼科学会総
会が東京大学・相原一教授のもと東京で盛大に開催さ
れました。参加登録者数は 1万人を超え，その約半
数は現地参加されたそうです。特別講演，招待講演，
シンポジウムなどの大きな会場でも，たくさんの先生
方が聴講されていました。ようやく眼科関連の学会で
も，従来の活気が戻ってきたように感じました。さら
にこれから多くの先生方がオンラインでご視聴予定だ
と思います。日眼総会は眼科関連の研究に限ることな
く，サイエンスやテクノロジーの最前線の話題を取り
上げるとか，その一方で教育セミナーやサブスペシャ
リティサンデーなどでの基本情報のアップデートな
ど，とてもバリエーションのあるプログラムが提供さ
れています。先生方がそれぞれの立場で，参加でき
る，参加したい学会になっていると思います。また，
現地参加とオンライン参加のコンビネーションは，参

加者増になりますし，ひいては必ず日本の眼科医療の
向上につながると思います。今後のさらなる展開に期
待したいと思います。
さて，『眼科』第 65巻第 5号をお届けいたします。

特集は「前部ぶどう膜炎アップデート」です。今回
は，一般眼科診療の場で比較的遭遇しやすい，全身疾
患に伴う前部ぶどう膜炎，Fuchs 虹彩異色性虹彩毛
様体炎，ヘルペス性虹彩毛様体炎，サイトメガロウイ
ルス虹彩炎を取り上げていただきました。それぞれに
ついて診断と治療を中心に，とてもわかりやすく解説
されています。また，綜説として，現在，眼科のト
ピックスのひとつである視神経炎に対する生物製剤に
よる治療，またこれはある意味で永遠の課題である結
膜嚢細菌叢と耐性菌について取り上げていただきまし
た。ほか，今回も内容豊富でたいへんに充実した『眼
科』になっています。ご一読いただき，皆様の日々の
診療のアップデートにお役立ていただければ幸いで
す。� （福地健郎・記）
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